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 本年度は全ての検出器の準備が整い、後半より全実験装置を稼働させてデータの取得を開始した。検出器の較正用

データの後、短期間ではあるがμ→eγ探索用物理データも取得した。 

 実験の要である液体キセノン検出器はクライオスタット建設が終了し、光電子増倍管(PMT)の組み込み後液体キセノ

ンを充填して運転を開始した。LEDやアルファ線源を用いたPMTの較正、陽子やπ粒子ビームにより生成したガンマ線

による検出器の較正が行われ、幅広いエネルギー範囲で線形の応答を確認している。また低温液体ポンプを用いて液

体キセノンの純化を行い、シンチレーション光の吸収長3m以上を達成した。 

 陽電子スペクトロメータ用超伝導マグネットは、データ取得期間全体にわたって0.1%以下という極めて安定した磁

場を供給した。一部のドリフトチェンバーが高電圧ラインのトラブルで本来の性能を発揮できなかったものの、スペ

クトロメータ全体としては安定に動作し、ターゲット中で崩壊したミューオンから放出される大量の陽電子の飛跡検

出と時間測定に成功している。 

 データ収集回路に関しては、μ→eγ探索用のトリガーを含むさまざまなタイプのトリガーがテストされ、ほぼ予想

通りの頻度でデータが収集できることを確認した。トリガーアルゴリズム、データ圧縮技術の最適化などにより長期

にわたる運転中取得した大量のデータを問題なく処理できたことも重要な成果である。 

 現在取得したデータを元に解析アルゴリズムの最適化、検出器の詳細な性能評価を行っている。さらに最終的な物

理結果を導くための物理解析アルゴリズムの開発も進んでおり、本年度取得した物理データを用いて最適化が行われ

ている。 

 また、さらに高い感度でμ→eγ探索を行うための新検出器の開発にも着手しており、液体キセノン検出器用の光セ

ンサーの試験装置の立ち上げなどが行われた。                                                                                    
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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http://www.icepp.s.u-tokyo.ac.jp/meg/ 

 
 


